






















































































































































( W a vinjangut）の楽曲単位，即ち（jangut）は，（Ngego）においては必
ず4回繰り返して演奏されなければならない。その4回の反復は，次のよ
うな構成（i.なっている。
i ) (mapuyap) 




























譜例1. ( wavi kein）の倍音列




























（注） 1 . 0 =(jangut kein）の表出音 e =(mbapma kein）の表出音































譜例3. ( Miiyangagya) (yachali) （その 1) 採譜：山田陽一
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議例3. 〈その2)
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これら 3つの旋律パターンにおける (iangutkein）と＜mhapmakein) 
の表出音の関係は，音高において（i印刷t）→（mbapma）→(iangut）とい
う順次進千子，また単に両者の音表出の交替だけを見ても（jangut）→＜mbapma)
→（jangut）となっている。しかし，短い間隔（約0.3秒）での＜j an gut ke in) 
の反復（f＇＊＊勺は比較的に弱い音量でしか行なわれないため， eticな旋律認
知としては（eticに捉えた主たる音進行としては）, (iangut kein) (aつ






































































































(Angulen）の場合，（j angut kein）は（a＂）と（ fjlρ）の2音しか用いず








































































































































































































5) cf. Gregory BATESON, Naven, Stanford Univ. Press, 1958, p.163. クjレ
ト・ザックス『楽器の歴史』柿木吾郎訳，全音楽譜出版社， 1965,pp. 29-
30. Gordon D. SPEARRITT，“Paired Instruments in the Music of白e
latmul of the Middle Sepik River，”（MS.)n.d., p.6. 
6）男性の場合の出だし：“mebunbulapana,kambiyanbulapana.”女性の場合の
出だし：“mebunbulandimangu, kambiyanbulandi mangu.” 
7) (Wavinjangut）はくWaviKundi) ＝「鳥の声」「祖先の声」とも呼ばれる。
8) e mics/eticsという用語は，言語学のphonemics（音素論）と phonetics（音
声学）に由来するが，文化人類学の諸分野に適用されて，文化の諸相を研究
すふ際の基本的分析単位としての拡がりをもつに至った。 cf.Kenneth L. 
PrKE, Language in Relation to a Unified Theory of the St叩 ctureof 
Hu間側 Behavior,Mouton, 1967.またそれらの民族音楽学への適用は，既
に拙論（“Emicsand Etics in Ethnomusicological Research: Application 
of an Anthropological View.”in M叫sicalVoices of Asia, Heibonsha, 
1980, pp.185-194 .）において試みられている。
9) (Woliyangun-nakwi）とくKolinmangu）の場合。
































20) cf. BATESON, op. cit., pp. 245-246. M. R.アレン『メラネシアの手必｛義とイニ
シエーション』中山和芳訳，弘文堂， 1978,pp. 89-90. 
（大学院学生）
